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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第21期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第20期

会計期間

自　平成20年
　　　４月１日
至　平成20年
　　　６月30日

自　平成19年
　　　４月１日
至　平成20年
　　　３月31日

売上高 (千円) 4,899,85219,212,353

経常利益 (千円) 1,276,5234,738,035

四半期(当期)純利益 (千円) 609,0162,741,350

純資産額 (千円) 19,077,00918,580,007

総資産額 (千円) 25,071,09424,416,485

１株当たり純資産額 (円) 182,464.12177,224.15

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 5,983.8726,934.97

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─

自己資本比率 (％) 74.1 73.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 595,3632,880,587

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △21,578△1,433,668

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △482,192△1,191,150

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 5,058,5174,984,522

従業員数 (名) 383 395

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第20期（平成20年３月期）及び第21期（平成21年３月期）第１四半期連結累計（会計）期間においては潜在

株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当り四半期（当期）純利益を記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 383〔72〕

(注) 従業員数は、就業人員であり、嘱託及び臨時従業員数は〔 〕内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で

記載しております。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 234〔51〕

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であり、嘱託及び臨時従業

員数は〔 〕内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を製品区分ごとに示すと、次のとおりであります。
　

製品区分 生産高(千円)

減速装置 3,871,004

メカトロニクス製品 1,002,781

合計 4,873,785

(注) １　当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の精密減速機事
業を専ら営んでおり、他の事業セグメントはありませんので、製品別生産実績を表示しております。

２　磁気応用機器の開発、製造、販売を営んでいる株式会社ウィンベルの生産実績はメカトロニクス製品に区分、集
計し、表示しております。

３　金額は、販売価格によっております。
４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を製品区分ごとに示すと、次のとおりであります。
　

製品区分 受注高(千円) 受注残高(千円)

減速装置 4,069,0002,329,573

メカトロニクス製品 982,240 495,434

合計 5,051,2412,825,008

(注) １　当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の精密減速機事

業を専ら営んでおり、他の事業セグメントはありませんので、製品別受注実績を表示しております。

２　磁気応用機器の開発、製造、販売を営んでいる株式会社ウィンベルの受注実績はメカトロニクス製品に区分、集
計し、表示しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を製品区分ごとに示すと、次のとおりであります。
　

製品区分 販売高(千円)

減速装置 3,904,597

メカトロニクス製品 995,254

合計 4,899,852

(注) １　当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の精密減速機事

業を専ら営んでおり、他の事業セグメントはありませんので、製品別販売実績を表示しております。

２　磁気応用機器の開発、製造、販売を営んでいる株式会社ウィンベルの販売実績はメカトロニクス製品に区分、集
計し、表示しております。

３　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

三井物産株式会社 1,988,430 40.6

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第1四半期連結会計期間（平成20年4月1日から平成20年6月30日まで）における当社グループの事業

環境は、自動車産業をはじめとする製造業の設備投資が堅調であったことから、産業用ロボット、工作機

械用途の需要が全般に底堅く推移しました。 

　また、前連結会計年度の下期から需要が回復傾向にあったフラットパネルディスプレイ製造装置用途

は、当第1四半期連結会計期間におきましても、引き続き良好な需要環境となりました。 

　一方、半導体製造装置用途は、前連結会計年度の夏場以降、国内及び北米市場において需要が低迷してお

りましたが、当第1四半期連結会計期間においても、回復を実感するには至りませんでした。 

　これらの結果、当第1四半期連結会計期間の売上高は48億99百万円となりました。

　損益面につきましては、営業利益は11億11百万円、経常利益は12億76百万円となりました。なお、当第1四

半期連結会計期間の売上高営業利益率は、製品構成の変化、人件費及び一般経費の増加などにより、前連

結会計年度（平成19年4月1日から平成20年3月31日まで）に比較して、0.3ポイント低下の実績となりま

した。

　四半期当期純利益は、退任取締役に係る役員退職慰労金の特別加算金を特別損失に計上したことなどに

より、6億9百万円となりました。 

 

所在地別セグメントの業績

(日本)

半導体製造装置用途の需要が低迷しましたが、産業用ロボット用途、フラットパネルディスプレイ製造

装置用途の需要が堅調に推移したことから、総じて良好な需要動向となりました。

　この結果、売上高は42億25百万円、営業利益は11億56百万円となりました。
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(北米)

北米市場の最大の需要先である半導体製造装置用途が低迷した影響を受け、全般に厳しい事業環境と

なりました。

　この結果、売上高は6億73百万円、営業利益は52百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比で6億54百万円増加し、250億71百万円と

なりました。これは、保有する投資有価証券の時価が上昇したことにより、投資その他の資産が8億15百万

円増加したことが主な要因です。 

　負債は、前連結会計年度末比で1億57百万円増加し59億94百万円となりました。これは、法人税の納付に

よる未払法人税等の減少があった一方で、投資有価証券の時価上昇に伴う繰延税金負債の増加があった

ことが主な要因です。 

　純資産は、前連結会計年度末比で4億97百万円増加の190億77百万円となり、自己資本比率は73.9%から

74.1%になりました。 

 

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて73百万円増加

し、50億58百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等の支払として7億12百万円の支出があった一方で、税

金等調整前四半期純利益を11億60百万円計上したことなどにより、5億95百万円となりました。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、21百万円の支出となりました。これは、有形固定資産の取得に

伴う支出が2億23百万円あった一方で、米国子会社が3ヶ月超の定期預金を解約したことによる収入が2億

10百万円あったことなどによるものです。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払による支出が4億68百万円あったことなどによ

り、4億82百万円の支出となりました。

(4) 事業及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は2億99百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 396,000

計 396,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 105,277 105,277
ジャスダック
証券取引所

権利内容に何ら限定のない当社
における基準となる株式

計 105,277 105,277 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成20年6月30日 ― 105,277― 1,610,542― 4,207,937

　

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　　　　　　　― 　　　　　　　― ―

議決権制限株式(自己株式等) 　　　　　　　― 　　　　　　　― ―

議決権制限株式(その他) 　　　　　　　― 　　　　　　　― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 3,500

　　　　　　　―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける基準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式 101,775　

　
　　　　　101,775 同上

端株
普通株式       2　

　
　　　　　　　― 同上

発行済株式総数 　　　　 105,277　　　　　　　― ―

総株主の議決権 　　　　　　　― 　　　　　101,775 ―

(注) １ 「端株」には、当社所有の自己株式0.4株が含まれております。　

　　 ２ 当第１四半期会計期間において、端株主の請求にもとづく端株の買取りを行ったことにより、当第１四半期

　会計期間末の自己株式数は3,501株に、端株は１株になっております。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ハーモニック・
ドライブ・システムズ

東京都品川区南大井六丁
目25番３号

3,500 　　　　― 3,500 3.32

計 ― 3,500　　　　 ― 3,500 3.32

(注)　当第１四半期会計期間において、端株主の請求にもとづく端株の買取りを行ったことにより、当第１四半期会計期

間末の自己株式数は3,501株になっております。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月

最高(円) 410,000473,000450,000

最低(円) 325,000390,000410,000

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改

正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正

後の「四半期連結財務諸表規則」に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビュー

を受けております。
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1【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,702,430 5,879,201

受取手形及び売掛金 5,789,887 5,665,975

有価証券 30,916 30,418

商品及び製品 149,766 134,675

仕掛品 532,520 520,671

原材料及び貯蔵品 576,633 592,872

繰延税金資産 149,513 348,034

その他 146,822 95,893

貸倒引当金 △5,681 △5,750

流動資産合計 13,072,808 13,261,992

固定資産

有形固定資産 ※1
 3,718,125

※1
 3,689,605

無形固定資産 109,754 109,606

投資その他の資産

投資有価証券 5,388,932 4,491,226

関係会社株式 1,906,590 1,981,135

その他 880,882 888,918

貸倒引当金 △6,000 △6,000

投資その他の資産合計 8,170,405 7,355,280

固定資産合計 11,998,285 11,154,492

資産合計 25,071,094 24,416,485

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,941,397 2,019,833

短期借入金 20,000 25,200

1年内返済予定の長期借入金 29,356 30,803

未払法人税等 196,197 644,717

賞与引当金 187,284 518,042

役員賞与引当金 19,500 108,100

その他 1,597,454 781,400

流動負債合計 3,991,190 4,128,097

固定負債

長期借入金 154,594 161,709

繰延税金負債 1,455,549 1,039,177

役員退職慰労引当金 314,742 432,677

その他の引当金 57,218 52,641

負ののれん 20,789 22,175

固定負債合計 2,002,894 1,708,380

負債合計 5,994,084 5,836,477
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,610,542 1,610,542

資本剰余金 5,203,709 5,203,709

利益剰余金 12,244,339 12,103,494

自己株式 △2,304,446 △2,304,188

株主資本合計 16,754,145 16,613,558

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,705,488 1,171,352

為替換算調整勘定 110,835 252,360

評価・換算差額等合計 1,816,323 1,423,712

少数株主持分 506,541 542,735

純資産合計 19,077,009 18,580,007

負債純資産合計 25,071,094 24,416,485
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(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第1四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 4,899,852

売上原価 2,740,078

売上総利益 2,159,773

販売費及び一般管理費 ※1
 1,047,811

営業利益 1,111,961

営業外収益

受取利息 5,160

受取配当金 26,816

負ののれん償却額 1,385

持分法による投資利益 124,981

その他 13,246

営業外収益合計 171,591

営業外費用

支払利息 1,804

補助金費用 2,473

その他 2,750

営業外費用合計 7,028

経常利益 1,276,523

特別利益

固定資産売却益 1,909

特別利益合計 1,909

特別損失

固定資産除却損 119

役員退職特別加算金 117,625

特別損失合計 117,744

税金等調整前四半期純利益 1,160,688

法人税、住民税及び事業税 264,016

法人税等調整額 260,940

法人税等合計 524,957

少数株主利益 26,714

四半期純利益 609,016
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第1四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,160,688

のれん償却額 498

負ののれん償却額 △1,385

減価償却費 96,313

貸倒引当金の増減額（△は減少） 631

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △117,934

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △88,600

受取利息 △5,160

受取配当金 △26,816

支払利息 1,804

持分法による投資損益（△は益） △124,981

固定資産売却損益（△は益） △1,909

固定資産除却損 119

売上債権の増減額（△は増加） △168,084

たな卸資産の増減額（△は増加） △44,105

仕入債務の増減額（△は減少） △45,446

その他 480,045

小計 1,115,676

利息及び配当金の受取額 31,532

持分法適用会社からの配当金の受取額 161,600

利息の支払額 △1,804

法人税等の支払額 △712,023

法人税等の還付額 383

営業活動によるキャッシュ・フロー 595,363

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △489

有形固定資産の取得による支出 △223,822

有形固定資産の売却による収入 1,895

無形固定資産の取得による支出 △8,667

定期預金の預入による支出 △600

定期預金の払戻による収入 211,007

敷金及び保証金の差入による支出 △2,140

敷金及び保証金の回収による収入 1,238

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,578
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（単位：千円）

当第1四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 10,000

短期借入金の返済による支出 △15,200

長期借入金の返済による支出 △8,561

自己株式の取得による支出 △258

配当金の支払額 △468,172

財務活動によるキャッシュ・フロー △482,192

現金及び現金同等物に係る換算差額 △17,597

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 73,995

現金及び現金同等物の期首残高 4,984,522

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 5,058,517
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平20年４月１日 
 至　平20年６月30日)

１　会計方針の変更

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　棚卸資産については、従来、主として移動平均法

による原価法によっておりましたが、当第１四半

期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する

会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月

５日　企業会計基準第９号）が適用されたことに

伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）により算定しております。

　この変更に伴う損益に与える影響は軽微であり

ます。

（2）リース取引に関する会計基準等の適用

　「リース取引に関する会計基準」（企業会計基

準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年

３月30日企業会計基準第13号）及び「リース取

引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成６年１月18日　最終改正平成19年

３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を当第

１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権

移転外ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理か

ら、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理

に変更し、リース資産として計上しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期

間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定す

る方法によっております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有

権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

を引き続き採用しております。

　当第１四半期連結会計期間においては、新規に

開始した所有権移転外ファイナンス・リース取

引がなかった為、通常の売買取引に準じ、リース

資産として計上したものはありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として定率法を採用している資産に

ついては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加

減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結

会計年度末以降に経営環境及び一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年

度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。

３　連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去

当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合

には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わな

いで債権と債務を相殺消去しております。

連結会社相互間の取引の相殺消去

取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性

が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法

により相殺消去しております。

４　未実現損益の消去

四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産

の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見積もっ

て計算しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　税金費用の計算

一部の連結子会社は、法人税等の納付税額の算定に

関して、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年

度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　4,680,844千円

 

　２　手形割引高

受取手形割引高 8,162千円
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　4,624,646千円

 

　２　手形割引高

受取手形割引高 3,242千円
 

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目と金額は

次の通りであります。

給与手当 236,938千円

賞与引当金繰入額 55,435 〃 

役員賞与引当金繰入額 18,999 〃 

役員退職慰労引当金繰入額 10,614 〃 

執行役員退職慰労引当金
繰入額

3,627 〃 

研究開発費 294,957 〃 

貸倒引当金繰入額 631 〃 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 5,702,430千円

短期有価証券（３ヶ月以内満期） 30,450 〃

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △674,363 〃

現金及び現金同等物 5,058,517千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 105,277

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,501

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月20日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 468,172 4,600平成20年３月31日 平成20年６月23日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似

性から判断して、同種・同系列の精密減速機事業を専ら営んでおり、他の事業セグメントはありません。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

日本(千円) 北米(千円) 計(千円)
消去又は全社
(千円)

連結(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,225,921673,9304,899,852 ― 4,899,852

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

209,213 ― 209,213(209,213) ―

計 4,435,135673,9305,109,066(209,213)4,899,852

営業費用 3,278,951621,5713,900,522(112,632)3,787,890

営業利益 1,156,18352,3591,208,543(96,581)1,111,961

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　 (１) 北　米　……　米国

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能の営業費用の金額は94,276千円であり、その主なもの

は、基礎的試験研究費、当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

欧州 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 332,042 673,930 23,298 1,029,272

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 4,899,852

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

6.8 13.8 0.5 21.0

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。　

　　 ２ 各区分に属する主な国又は地域

　(１) 欧州・・・・・ドイツ

　(２) 北米・・・・・米国

　　 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。　
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

182,464.12円 177,224.15円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 5,983.87円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─　

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 609,016

普通株式に係る四半期純利益(千円) 609,016

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 107,776.4

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月12日

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ

取締役会　御中

　

あ ら た 監 査 法 人

　
指 定 社 員

公認会計士　　戸　  田　　　栄　   
業務執行社員

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ハーモニック・ドライブ・システムズの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の

第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハーモニック・ドライブ・システム

ズ及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに第1四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

 報告書提出会社)が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ(E01712)

四半期報告書

25/25


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)ライツプランの内容
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	1四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第1四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

